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上げられる重大な転機（critical juncture）は、独立間もない 1948 年に第 1 次印パ戦争が
勃発し、当初より戦時状態が続いたパキスタンでは、挙国体制の確立が政治リーダーの課
題であった時が最初の転機として説明される。その後、インドとの緊張は継続し、第 2 次
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論（本論の場合は historical institutional theory）を深めた議論を第 1章で詳細に
展開すると良い。 
３．「イスラム化」の定義をまず最初に提示にしておくことで、筆者の立場を明確にし、
これはイスラム勢力からの批判をかわす効果もあるはずである。 
４．本論文のテーマであるイスラム化を、教育という分野で分析したのが本論であるが、
他の政策分野でも分析することで比較ができるのではないか、さらにパキスタンの
みならず他国（マレーシア、トルコなど）の状況と比較することを今後期待する。 
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５．本研究論文が研究成果としてのオリジナリティーを有し、レベルが高いことを意味
し、本学の博士論文の水準に十分に合格に値する。上記のコメントに対して、著者
は直ちに論文の修正を行い、修正稿を提出し、主査の最終確認を経て、各審査委員
の了解を得た上で博士論文最終版として提出した。審査委員全員は本論文が本学博
士論文として妥当であると結論つけた。 
